
（別紙３）

〜 2026年1⽉20⽇

（対象者数） 13名 （回答者数） 11名

〜 2026/1/20

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

●個別⽀援計画内容にそった⽀援が⾏えているか、スタッフ
個々の理解に差がないかの確認を⾏うとともに、閲覧ファイ
ルを設置し⽀援の⽅向性にずれが⽣じないよう注意してい
く。
●個別⽀援計画の実施状況が分かる⼀覧表を活⽤し、進捗状
況を可視化していく
●定期⾯談の機会を増やし、ニーズの変化をより早期に把握
する

2

●利⽤する⼦どもたちが楽しめるような関わり、環境づくり
に努め、馴染みの薄いスタッフとも幅広く関われるよう、⼈
員配置を⼯夫していく
●⽀援後の振り返りを習慣化し、チーム内での気づきを共有
●４つの基本活動のうち、地域交流と余暇活動が実施しにく
い為、次年度はこの⼆点を意識した計画を⽴案できるよう⼼
掛けてゆく。

3

●避難訓練の継続や、地域住⺠の参加も含めた防災活動やイ
ベントを計画していく
●新⼊職者にも分かりやすい内容で事業所取り組みについて
説明機会を重ねる。業務継続計画・安全対策・⾝体拘束・虐
待防⽌・感染予防などの必要性については、職員個々に理解
の差がないか確認し、教育を継続していく

○事業所名 楽らく療養通所 プルーンベリーハウス

○保護者評価実施期間 2025年 12⽉ 19⽇

○保護者評価有効回答数

2025年 12⽉ 19⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 ４⽉ 1⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

個別性に合わせた、適切な⽀援の提供ができている
【保護者評価】保護者の⼤半が「⼦どもの特性等に応じた専
⾨性のある⽀援が受けられている」と回答
【事業者評価】アセスメントを適切に⾏い、⼦どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサー
ビス計画を作成できている
上記より、計画の透明性をさらに⾼め、⽀援内容と成果をよ
り可視化していくことで、保護者との信頼関係をさらに深め
ることが期待されます

●アセスメントシートの更新、ガイドラインを参考に、本⼈
⽀援は5領域・5項⽬で⽴案、家族・移⾏・地域⽀援もそれぞ
れ計画を⽴案。個別性を踏まえた内容としている。
●多職種が参加する⽀援会議にて、計画⽴案の検討を⾏って
いる。新規参⼊職員やアドバイザーの意⾒も取り⼊れ、変化
のある活動プログラムを⽴案できるようにしている。
●⽀援⽬標達成について詳細にモニタリングを⾏い、計画の
修正に反映できている。

利⽤者満⾜度が⾼い
【保護者評価】「職員から共感的に⽀援をされていると思
う」は全員が肯定。「帰宅したときは楽しかったという顔で
帰ってくる。男性スタッフが⼊り、思春期独特の緊張もほぐ
れ楽しんで通っている」との意⾒があった
【事業者評価】⼈員要員の配置は適正であり、利⽤中の状況
は概ね⽇々の記録に記載反映し、⽀援の検証・改善につなげ
ている
上記より、個別性に合わせた⼈員の配置を⾏い、利⽤者保護
者のケアニーズを汲み取った⽀援内容を⽴案、⽀援を⾏うこ
とが利⽤者満⾜度に繋がっている

●利⽤者の精神運動・発達上の変化に合わせ柔軟に計画内容
の⾒直しを⾏い、⽀援の機を逃さない⼯夫をしている
●看護師の加配加算による専⾨性強化、医療的ケア児の必要
看護師を別途配置し、ケアの質の担保を図っている。
●児童指導員は加配配置を⾏い質の⾼い⽀援を⾏っている。
朝礼での⽀援内容・役割確認、リーダー中⼼の柔軟な運営
●保護者向け評価表の配布と意⾒の集約を⾏い、利⽤者の
ニーズの把握に努めている

⾮常時等の対応が整備されている
【保護者評価】︓保護者の多くが、「安全を確保するための
計画が周知される等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援
が⾏われている」と回答
【事業者評価】︓職員全員が各マニュアルの作成と職員や家
族等に周知するとともに、発⽣を想定した訓練を実施できて
いると回答
上記より、⾮常時に備えた体制整備が確⽴され、それら訓練
の実施と⾒直しが適切に⾏われ、安全に配慮した運営ができ
ている

●各マニュアルを作成し、年次ごとに⾒直し刷新している。
職員には研修にてマニュアルを抄読する機会を持ち、頻回に
訓練を実施している。
●保護者には年4回の広報誌発⾏による情報提供、感染症・
安全対策などの丁寧な説明や取り組みについて広報誌にて説
明し、情報共有を⾏う

事業所における⾃⼰評価総括表公表



改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

●保護者会設⽴の前に、保護者参加型の⾏事の開催や情報交
換や交流の場となるような企画を検討していく。感染対策を
講じたうえで、⼩規模・短時間の研修会や交流イベントを段
階的に再開
●交流イベントをSNSや広報誌で告知し、参加しやすい雰囲
気をつくる

2

●協議会や地域イベントへの参加⽅法、⽇程を明確化し、積
極的に参加する機会を設ける
●参加が難しい場合も、オンラインや⽂書・電話で情報提
供・共有を⾏う⼯夫
●地域の学校保護者役員との交流を持ち、コミュニティ内で
の関係性を構築する（⼦ども110当番の掲⽰・確認）
●年度内に少なくとも1回、地域連携の場に参加・協⼒する
⾏動⽬標をチームで設定

3

●⺠間機関による第三者評価の機会を持てるよう検討する。
●全職員に対して適正な業務分担と、⽬標の設定・評価・改
善が図れるよう業務整理を継続していく。
●意⾒の出しやすい雰囲気づくりと意⾒を反映させた業務の
改善に取り組めるよう体制作りに努める。
●業務内容の分担表、⽉間スケジュールの可視化

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

第三者評価や、評価結果に基づいた業務改善の機会が不⾜
【事業者評価】
PDCAの運⽤や意⾒集約の仕組みについて、半数近くのス
タッフから「意味や⼿法が分からない」との声が挙がってい
る。また外部評価についても、⾏政の内覧等を評価と捉える
職員が多いものの、実際には⺠間機関による正式な第三者評
価は未実施であり、客観的な評価機会が不⾜している。
【課題】
●⺠間機関による第三者評価が未実施であり、客観的な視点
を取り⼊れた業務改善ができていない
●PDCAサイクルの⽬的が浸透しておらず、改善活動に参画
するスタッフに偏りが⽣じている

●職員の⼊れ替わりが多く、PDCAサイクルについても「意
味やどの場⾯で活⽤されているか理解できない、参画するス
タッフに偏りが出る」など否定的な意⾒が⼀定数ある
●就業年数にも偏りがあり、全職員に対して適正な業務分担
と整理ができていない
●担当者任せで情報共有が不⾜し、業務内容の適正化が図れ
ていない

保護者同⼠の交流機会・家族⽀援の不⾜
【保護者評価】⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催
等により保護者同⼠の交流の機会が設けられる点で低評価
【事業者評価】保護者同⼠の交流の実態を「分からない」と
答えたスタッフもおり、事業所として保護者間の交流機会が
⼗分ではない状況
【課題】
●保護者間の交流機会の再開に遅れ
●保護者同⼠の関係性が希薄になり、意⾒交換の場が不⾜

●医療依存度が⾼い利⽤者層であることから新型コロナウイ
ルスなど感染症予防に重点を置き、交流の機会を縮⼩したま
ま、再開の機会が得られていない
●保護者間のつながりに関するニーズを把握する機会が不⾜
していた
●個別活動が中⼼であるため、全体的な交流の場づくりが後
回しになっていた

地域・外部機関との連携の不⾜
【保護者・事業者評価】放課後児童クラブや児童館との交流
や、地域の他の⼦どもと活動する機会について低評価
（⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加についても同様
【課題】
●地域社会とのつながりが弱い、開かれた事業所運営につい
て理解が不⾜している
●外部評価や⽀援機関との定期的な情報交換・連携体制の強
化が必要

●放課後児童クラブや児童館、地域の⼦どもとの交流機会を
得る術やネットワークが構築しきれていない
●（⾃⽴⽀援）協議会等外部会議等の現状把握が⼗分でない


